
Peppolが輝かせる「主役」たち  ～NEC、デジタルインボイス（受領）の「自分ごと」化～

2026年７月31日、デジタル庁は、日本電気株式会社（NEC）との間で、自治体窓口DXSaaSに係るガバメントク

ラウド利用料に関する請求のデジタルインボイスでの受領について、意見交換を行いました。

まず、NECの呉氏から「デジタル庁から、ガバメントクラウド利用料の請求をデジタルインボイスで行いたい*と

いう要望を受けた。その要望を受け、受領に向けた社内調整を行った。その結果、トライアルとして受領してみる

という判断に至った」との取組背景の説明がありました。

そのうえで、呉氏から「請求は問題なく受領し、期限

までに支払も完了することができ、トライアルは成功し

た。貴重な経験だった」との話がありました。

日本電気株式会社 呉氏

*ガバメントクラウドの利用料に係る請求をデジタルインボイスで受けたい利用団体は、デジタル庁が運用するGCAS（Government

Cloud Assistant Service）で手続を行うことができます。

さらに、呉氏より「重要なことは、トライアルを成功さ

せることだけではなく、今般のトライアルで得た経験を自

社としてどう活かしていけるかということ。社内だけでな

く、NECグループ企業にもこの経験を伝えていきたい」と

いった話もありました。
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